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中間連結決算のご報告（平成17年4月1日から平成17年9月30日まで）

経営成績
当中間期の売上高は1,495億91百万円と前中間期に比べて5.1％の増となりました。
また、利益につきましては、受注競争が激化する中で、コスト削減と業務改善に努め、きめ
細かな営業活動を進めたものの、原油価格の高騰によるアスファルト等の材料費の大幅な上昇
を受け、4億13百万円の営業損失となり前中間期に比べて2億46百万円の損失の増、経常利
益は5億59百万円と前中間期に比べて7.1％の減、中間純利益は4億97百万円と前中間期に
比べて24.3％の減となりました。

事業別の営業の成果
建設事業
当企業集団の主要部門であり、連結会社はすべ
て当該事業を営んでいます。
受注高は1,537億67百万円と前中間期に比べ

て9.8％の減、完成工事高は1,131億94百万円
と前中間期に比べて4.8％の増となりました。

製造・販売事業
売上高は284億4百万円と前中間期に比べて

16.4％の増となりました。
また、主たる製品であるアスファルト合材の製造数量は494万ｔと前中間期に比べて

9.4％の増、販売数量は378万ｔと前中間期に比べて10.9％の増となりました。なお、
連結子会社は当該事業を営んでいません。

開発事業
売上高は38億11百万円と前中間期に比べて34.1％の減となりました。

その他の事業
売上高は41億81百万円と前中間期に比べて3.1％の増となりました。なお、連結

子会社は当該事業を営んでいません。
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財務の状況

損益の状況 第105期中間（平成17年度）

売 上 高 (百万円） 142,285 149,591

経 常 利 益 （百万円） 602 559

中間純利益 （百万円） 656 497

1株当たり中間純利益 （円） 5.51 4.17

株 主 資 本 (百万円） 142,078 148,128

総 資 産 （百万円） 360,745 367,733

株主資本比率 （％） 39.4 40.3

1株当たり株主資本 （円） 1,191.64 1,242.58

第105期中間（平成17年度）

第104期中間（平成16年度）

第104期中間（平成16年度）
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単位：百万円

売上高 149,591

営業費用 150,004

営業損失（△） △ 413

営業外収益 1,114

営業外費用 141

経常利益 559

（注）１株当たりの中間純利益 4円17銭

単位：百万円

特別利益 618
特別損失 157
税金等調整前中間純利益 1,020
法人税、住民税及び事業税 183
法人税等調整額 313
少数株主利益 25
中間純利益 497

平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

平成17年9月30日現在連結貸借対照表要旨

連結損益計算書要旨

単位：百万円

(資本剰余金の部)

期首残高 15,914

増加高 0

中間期末残高 15,915

(利益剰余金の部)

期首残高 104,627

増加高 497

減少高 1,546

中間期末残高 103,578

単位：百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 1,402

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,405

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 3,483

現金及び現金同等物に係る換算差額 11

現金及び現金同等物の増減額 △ 7,279

現金及び現金同等物の期首残高 25,771

連結子会社減少による現金及び現金同等物の減少額 △ 23

現金及び現金同等物の中間期末残高 18,467

平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで連結剰余金計算書要旨 連結キャッシュ・フロー計算書要旨

資産の部 単位：百万円

流動資産 242,375

現金預金 18,517

受取手形・完成工事未収入金等 66,909

未成工事支出金 103,192

たな卸不動産 29,972

繰延税金資産 6,032

その他 17,750

固定資産 125,358

有形固定資産 78,804

建物･構築物 17,661

機械装置・運搬具 10,553

土地 49,272

その他 1,317

無形固定資産 522

投資その他の資産 46,031

投資有価証券 30,498

長期貸付金 11,293

繰延税金資産 87

その他 4,152

資産合計 367,733

（注）有形固定資産の減価償却累計額 99,978百万円

負債の部 単位：百万円

流動負債 189,599

支払手形・工事未払金等 108,352

短期借入金 230

未成工事受入金 63,364

その他 17,652

固定負債 27,815

長期借入金 1

繰延税金負債 3,193

退職給付引当金 14,947

その他 9,673

負債合計 217,415

少数株主持分 2,189

資本の部

資本金 15,324

資本剰余金 15,915

利益剰余金 103,578

株式等評価差額金 13,417

自己株式 △ 107

資本合計 148,128

負債､少数株主持分及び資本合計 367,733
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資産の部 単位：百万円

流動資産 163,157

現金預金 5,152

受取手形 11,089

完成工事未収入金・売掛金 46,562

販売用不動産・開発事業等支出金 29,622

未成工事支出金 51,533

繰延税金資産 5,921

その他 13,274

固定資産 124,096

有形固定資産 77,811

建物・構築物 17,307

機械装置・運搬具 10,524

土地 48,704

その他 1,275

無形固定資産 488

投資その他の資産 45,796

投資有価証券 26,515

長期貸付金 11,198

その他 8,081
資産合計 287,253

（注）有形固定資産の減価償却累計額 98,038百万円

負債の部 単位：百万円

流動負債 126,784

支払手形 17,287

工事未払金・買掛金 72,472

未払金 7,968

未成工事受入金 22,500

その他 6,555

固定負債 18,718

長期繰延税金負債 2,932

退職給付引当金 8,011

預り保証金敷金 7,286

その他 488

負債合計 145,502

資本の部

資本金 15,324

資本剰余金 15,915

利益剰余金 97,427

株式等評価差額金 13,191

自己株式 △ 107

資本合計 141,751

負債・資本合計 287,253

単位：百万円

売上高 120,462

営業費用 120,667

営業損失（△） △ 204

営業外収益 671

営業外費用 101

経常利益 365

特別利益 359

（注）１株当たりの中間純利益 2円44銭

単位：百万円

特別損失 152

税引前中間純利益 572

法人税、住民税及び事業税 120

法人税等調整額 161

中間純利益 291

前期繰越利益 2,761

中間未処分利益 3,053

平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

平成17年9月30日現在貸借対照表要旨

損益計算書要旨

財務レビュー

●主要部門である舗装土木、建築等の建設事業の受注高は、前中間期に比べて8.6％減少し
て、1,133億88百万円(前中間期1,240億41百万円)となりました。

●売上高は、建設事業と製造・販売事業が増加したことにより、前中間期に比べて6.7％増
加して、1,204億62百万円(前中間期1,129億45百万円)となりました。

●営業損益は、原油価格高騰による材料費上昇などの影響を受け、△2億4百万円（前中間
期△1億70百万円）となりました。また、経常利益は3億65百万円（前中間期4億2百
万円）を計上しました。

●法人税等を控除した中間純利益は、2億91百万円(前中間期5億54百万円)となりました。


